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祈 

る 

!!

疫
病
鎮
静

国
家
安
泰

―令和元年秋季例大祭御旅所祭 子供神輿・お稚児さん集合―
　

七
月
か
ら
、
レ
ジ
袋
が
有
料
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
何
気
な
く

も
ら
っ
て
い
た
レ
ジ
袋
は
本
当
に

必
要
だ
っ
た
の
か
。
私
た
ち
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め
直
す
き
っ

か
け
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

・
有
用
な
存
在
が
無
駄
に
さ
れ
て

い
る
の
が
惜
し
い
思
い
。

・
自
分
が
受
け
る
事
が
、
た
め
ら

わ
れ
る
、
畏
れ
多
い
。

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

ケ
ニ
ア
人
の
モ
ー
タ
イ
女
史
は
、

こ
の
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」

を
世
界
中
に
何
度
も
紹
介
さ
れ
、

今
や
地
球
環
境
保
護
の
合
言
葉
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
世
界
を
私
た
ち
の
子
供
や

孫
の
時
代
へ
と
引
き
継
ぐ
為
に
、

今
、
私
た
ち
が
行
う
べ
き
事
は
。

変
え
て
は
な
ら
な
い
事
は
。

変
え
て
ゆ
く
べ
き
事
は
。

　

コ
ロ
ナ
と
の
し
ば
ら
く
の
共
存

も
、
今
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
必

要
な
事
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

を
心
待
ち
に
し
つ
つ
、
未
来
を
夢

見
て
、
今
を
し
っ
か
り
歩
み
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

武
智
。
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［ 秋季例大祭　併、疫病鎮静祈願祭・臨時大祓式のご案内 ］

ご参拝には、自宅で検温され、マスクを着用ください。
・本殿内外の三密を回避し、皆さまの健康と安全を最大限に確保しつつ、秋季例大祭
の御祭儀を厳修することを、第一義とします。
・併、疫病鎮静祈願祭、臨時大祓式を厳修します。
・会館の宿泊、食事は、大祭期間中、休止します。

団体様のご参拝は、ご代表２名様内にて、お願いします。

○コロナ禍の一日も早い鎮静化と、国家安泰、世界平和、すべての命の幸福を、懸命にお祈りし
ます。皆さまも、ご一緒にお祈りください。

○御神像拝戴は、団体、個人のお申込み共に、当面の間、受付を休止しています。
・御祈祷は、通常通りご奉仕します。頂上社、成就社、土小屋遥拝殿、本社にて。

○コロナ禍の状況により、ご参拝の在り方の変更をお願いする場合があります。

◎次の御大祭には、例年以上に盛大な御大祭を斎行できる様、整えて参ります。

○秋季例大祭　予定
１０月３日　　　　　　　豊友会監査会・理事会・総会　　　　　　　　　書面会議
　　　４日　　　　　　　教会聯合会総会　　　　　　　　　　　　　　　書面会議
　　　　　　　　　　　　組合長ミーティング　　　　　　　　　　　　　中止
　　　　　　１０：００　役員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施予定・変更も有
　　　　　　１７：００　前夜祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎行
　　　５日　１０：００　例大祭・疫病鎮静祈願祭・臨時大祓式　　　　　斎行　下記詳細
　　　６日　１０：００　祖霊殿例大祭・合祀祭　　　　　　　　　　　　斎行
　　　７日　　９：００　後宮祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎行

○１０月５日　秋季例大祭　予定
・例大祭・鎮静祈願祭　大祓詞を奉唱。マスクを着用ください。
・臨時大祓式　　　　　人形（ひとがた）配布、お焚き上げを斎行。
・神賑行事は休止　　　神輿渡御、御旅所祭、花神輿、樽神輿、稚児行列、餅投げ、
　　　　　　　　　　　演芸奉納、お茶席、直会、弁当、煙火等は、休止。
・預かり賽銭、初穂料　持参か郵送ください。神納後、お下がりをお送りします。
　　　　　　　　　　　秋祭の初穂献納の方へ［疫病災除守］を贈呈します。
・御祈祷、お守り　　　本社窓口か郵送にて、お申し込みください。

　
石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
で
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
三
つ
の
大
祭
に
於
き
ま

し
て
、
期
間
中
に
ご
参
拝
出
来
な
い

信
徒
の
皆
様
が
、
ご
代
表
様
、
お
世

話
人
様
に
代
理
参
拝
を
お
願
い
し
、

皆
様
方
の
お
賽
銭
を
ご
奉
納
頂
く

「
預
か
り
賽
銭
」
が
昔
よ
り
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
「
ご
奉
納
」
を
通
じ
て
、
よ

り
多
く
の
皆
様
方
に
、
大
神
様
の
ご

神
徳
を
拝
受
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま

す
。

　
各
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
ご

代
表
様
は
、
ご
神
徳
発
揚
の
為
、

一
人
で
も
多
く
の
信
徒
皆
様
方
へ
、

ご
協
力
を
お
伝
え
し
て
頂
き
た
く

存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社

に
所
属
の
皆
様
方
は
、
ご
代
表
様
、

お
世
話
人
様
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
世
話
人
様
が
ご
不
明
な
方
は
、
本

社
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

令
和
二
年
八
月
一
日
か
ら

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

　

※ 

五
万
円
以
上
奉
納
奉
納
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
安
芸
崇
敬
組
合
◆

五
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　

根
石　

義
明

　
　
　
　
　
　
　

根
石
た
か
え

　
　
　
　
　
　
　

坂
倉　

詩
織

　

真
心
の
ご
浄
財
を
賜
り
ま
し
た

皆
様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

担
当　

大
岡
・
岩
本

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
成
就
社
》

令
和
二
年
七
月

◎
壱
拾
万
円
以
上　
大
西
志
津
子

◎
五
万
円
以
上　
　

末
永
一
同

《
本
社
》

令
和
二
年
御
山
開
き
大
祭

◎
五
万
円
以
上

　
　

愛
知
遙
拝
所　

澁
谷
恵
美
子

令
和
二
年
八
月

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

伊
藤　

光
貞　

十
亀　

貴
文

◎
五
万
円
以
上　
大
住
元
キ
サ
子

　
　

名
本
俊
春
・
勇
夫
・
千
恵
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。文

責　

権
禰
宜　

大
岡

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

春
季
例
大
祭

毎
年
四
月
四
日
〜
七
日

　
　
　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

夏
山
開
き
大
祭

毎
年
七
月
一
日
〜
十
日

秋
季
例
大
祭

毎
年
十
月
四
日
〜
七
日

　
　
　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

◎
お
供
え
頂
い
た
「
預
か
り
賽

銭
」
の
初
穂
料
に
よ
り
、
大
祭
毎

に
定
め
ら
れ
た
御
神
札
を
お
世
話

人
様
へ
お
預
け
致
し
ま
す
、
後
ほ

ど
お
受
け
取
り
頂
き
、
お
祀
り
下

さ
い
ま
せ
。

※
預
か
り
賽
銭
の
帳
面
は
、
大
祭

の
約
二
ヶ
月
前
ま
で
に
は
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

電 

話 

〇
八
九
七

－

五
五

－

四
〇
四
四

F
A
X 

〇
八
九
七

－

五
五

－

七
二
四
二
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い
ま
せ
。

※
預
か
り
賽
銭
の
帳
面
は
、
大
祭

の
約
二
ヶ
月
前
ま
で
に
は
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

電 

話 

〇
八
九
七

－

五
五

－

四
〇
四
四

F
A
X 

〇
八
九
七

－

五
五

－

七
二
四
二
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〜 

お 

知 

ら 

せ 

〜

※
本
年
の
三
十
六
王
子

社
巡
拝
行
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

鑑
み
、
本
社
職
員
に

て
巡
拝
行
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◎
納
め
札
は
随
時
受
け

　
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

（
三
十
六
王
子
社

　
　
　

 

巡
拝
行
と
は
）

　
役
行
者
に
よ
っ
て
開
山

さ
れ
、
一
千
三
百
有
余
年

の
時
を
重
ね
、
代
々
の
修

験
者
の
足
跡
を
直
に
踏
み

訪
ね
て
参
詣
、
そ
し
て
祈

り
を
捧
げ
る
三
十
六
王
子

社
巡
拝
行
で
す
。

　
自
然
の
中
に
五
感
を
投

じ
な
が
ら
神
仏
の
御
力
を

頂
き
、
自
己
を
見
つ
め
直

す
事
こ
そ
巡
拝
行
の
大
き

な
目
的
で
す
。

　
去
る
八
月
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

石
鎚
神
社
中
宮
成
就
社
境
内
に
御
鎮

座
さ
れ
ま
す
八
大
龍
王
社
に
お
い
て
、

例
大
祭
並
び
に
、
お
火
焚
き
祈
願
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
為
、
本
年
は
信
徒
の
皆
様

に
参
列
を
お
控
え
頂
く
中
で
の
祭
典

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
緑
の
映
え
る
青
空
、
心
地
よ
い

風
が
吹
く
中
、
武
智
宮
司
管
長
の
例

大
祭
を
言
祝
ぐ
祝
詞
を
奏
上
、
玉
串

を
奉
り
拝
礼
し
、
全
国
信
徒
皆
様
の

ご
守
護
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
お
火
焚
き
祈
願
祭
で
は
十
亀
権
宮

司
に
よ
り
、
三
七
五
本
の
祈
願
木
に

書
か
れ
た
、
皆
様
の
祈
願
を
一
本
一

本
読
み
上
げ
、
願
い
成
就
し
ま
す
よ

う
焼
き
納
め
、
曽
我
部
英
司
禰
宜
の

先
導
で
大
祓
詞
、
般
若
心
経
読
誦
し

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

祈
願
木
と
共
に
、
感
染
症
の
終
息
や
、

参
拝
出
来
な
い
気
持
ち
を
綴
ら
れ
た

お
手
紙
を
多
数
頂
き
ま
し
た
。
お
手

紙
は
祭
典
当
日
の
朝
、
八
大
龍
王
社

霊
峰
石
鎚
山

　

  

三
十
六
王
子
社
巡
拝
行

　
　

    

並
び
に
納
め
札
奉
納
お
知
ら
せ

三十六王子社御守

◎
納
め
札
奉
納
に
つ
い
て

巡
拝
時
に
各
王
子
社
に
て
、

祈
願
内
容
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
読
み
上
げ
、
奉
納

し
ま
す
。

ま
ず
お
申
し
込
み
戴
き
、

必
要
冊
数
の
納
め
札
を
お

送
り
致
し
ま
す
。
皆
様
の

手
で
お
書
き
込
み
戴
き
ま

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

◎
納
め
札
奉
納
初
穂
料

　
一
体
（
三
十
六
枚
）

　
　
　
　
五
千
円

そ
れ
ぞ
れ
に
祈
願
内
容
、

氏
名
等
を
祈
願
主
本
人
が

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

の
前
で
奉
読
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ

と
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
感
染
症
は
収
ま
る
気
配
が
感
じ
ら

れ
な
い
程
の
勢
い
で
拡
大
し
て
お
り

ま
す
。
信
徒
の
皆
様
の
健
康
を
祈
る

と
共
に
、
一
日
も
早
く
皆
様
と
お
顔

を
会
わ
せ
、
酒
を
酌
み
交
わ
せ
る
日

が
来
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
ご
報
告

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
記　
権
禰
宜　
曽
我
部
洋
輔

◎
納
め
札
本
社
提
出
締
切

　
十
月
十
日

◎
巡
拝
後
の
授
与
品

巡
拝
後
に
三
十
六
王
子
社

御
守
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

※
巡
拝
・
納
め
札
の
お
申
し

込
み
は
各
崇
敬
組
合
長
・

教
会
長
・
遙
拝
所
長
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
ご

不
明
な
点
は
本
社
山
﨑
迄

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

石
鎚
神
社

（
〇
八
九
七
）五
五
ー
四
〇
四
四

　

例
大
祭
前
日
に
、
大
阪
瑞
明
遥

拝
所
所
長
の
西
川
薫
先
生
よ
り
、

八
大
龍
王
社
に
、
鈴
と
鈴
緒
を
ご

奉
納
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

記　
権
禰
宜　
曽
我
部
洋
輔

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

石（〇

八
大
龍
王
社
例
大
祭
斎
行　
令
和
二
年
八
月
八
日

八
大
龍
王
社

鈴
・
鈴
緒
の
ご
奉
納
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〜 

お 
知 
ら 
せ 

〜

※
本
年
の
三
十
六
王
子

社
巡
拝
行
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

鑑
み
、
本
社
職
員
に

て
巡
拝
行
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◎
納
め
札
は
随
時
受
け

　
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

（
三
十
六
王
子
社

　
　
　

 

巡
拝
行
と
は
）

　
役
行
者
に
よ
っ
て
開
山

さ
れ
、
一
千
三
百
有
余
年

の
時
を
重
ね
、
代
々
の
修

験
者
の
足
跡
を
直
に
踏
み

訪
ね
て
参
詣
、
そ
し
て
祈

り
を
捧
げ
る
三
十
六
王
子

社
巡
拝
行
で
す
。

　
自
然
の
中
に
五
感
を
投

じ
な
が
ら
神
仏
の
御
力
を

頂
き
、
自
己
を
見
つ
め
直

す
事
こ
そ
巡
拝
行
の
大
き

な
目
的
で
す
。

　
去
る
八
月
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

石
鎚
神
社
中
宮
成
就
社
境
内
に
御
鎮

座
さ
れ
ま
す
八
大
龍
王
社
に
お
い
て
、

例
大
祭
並
び
に
、
お
火
焚
き
祈
願
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
為
、
本
年
は
信
徒
の
皆
様

に
参
列
を
お
控
え
頂
く
中
で
の
祭
典

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
緑
の
映
え
る
青
空
、
心
地
よ
い

風
が
吹
く
中
、
武
智
宮
司
管
長
の
例

大
祭
を
言
祝
ぐ
祝
詞
を
奏
上
、
玉
串

を
奉
り
拝
礼
し
、
全
国
信
徒
皆
様
の

ご
守
護
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
お
火
焚
き
祈
願
祭
で
は
十
亀
権
宮

司
に
よ
り
、
三
七
五
本
の
祈
願
木
に

書
か
れ
た
、
皆
様
の
祈
願
を
一
本
一

本
読
み
上
げ
、
願
い
成
就
し
ま
す
よ

う
焼
き
納
め
、
曽
我
部
英
司
禰
宜
の

先
導
で
大
祓
詞
、
般
若
心
経
読
誦
し

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

祈
願
木
と
共
に
、
感
染
症
の
終
息
や
、

参
拝
出
来
な
い
気
持
ち
を
綴
ら
れ
た

お
手
紙
を
多
数
頂
き
ま
し
た
。
お
手

紙
は
祭
典
当
日
の
朝
、
八
大
龍
王
社

霊
峰
石
鎚
山

　
  

三
十
六
王
子
社
巡
拝
行

　
　

    

並
び
に
納
め
札
奉
納
お
知
ら
せ

三十六王子社御守

◎
納
め
札
奉
納
に
つ
い
て

巡
拝
時
に
各
王
子
社
に
て
、

祈
願
内
容
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
読
み
上
げ
、
奉
納

し
ま
す
。

ま
ず
お
申
し
込
み
戴
き
、

必
要
冊
数
の
納
め
札
を
お

送
り
致
し
ま
す
。
皆
様
の

手
で
お
書
き
込
み
戴
き
ま

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

◎
納
め
札
奉
納
初
穂
料

　
一
体
（
三
十
六
枚
）

　
　
　
　
五
千
円

そ
れ
ぞ
れ
に
祈
願
内
容
、

氏
名
等
を
祈
願
主
本
人
が

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

の
前
で
奉
読
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ

と
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
感
染
症
は
収
ま
る
気
配
が
感
じ
ら

れ
な
い
程
の
勢
い
で
拡
大
し
て
お
り

ま
す
。
信
徒
の
皆
様
の
健
康
を
祈
る

と
共
に
、
一
日
も
早
く
皆
様
と
お
顔

を
会
わ
せ
、
酒
を
酌
み
交
わ
せ
る
日

が
来
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
ご
報
告

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
記　
権
禰
宜　
曽
我
部
洋
輔

◎
納
め
札
本
社
提
出
締
切

　
十
月
十
日

◎
巡
拝
後
の
授
与
品

巡
拝
後
に
三
十
六
王
子
社

御
守
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

※
巡
拝
・
納
め
札
の
お
申
し

込
み
は
各
崇
敬
組
合
長
・

教
会
長
・
遙
拝
所
長
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
ご

不
明
な
点
は
本
社
山
﨑
迄

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

石
鎚
神
社

（
〇
八
九
七
）五
五
ー
四
〇
四
四

　

例
大
祭
前
日
に
、
大
阪
瑞
明
遥

拝
所
所
長
の
西
川
薫
先
生
よ
り
、

八
大
龍
王
社
に
、
鈴
と
鈴
緒
を
ご

奉
納
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

記　
権
禰
宜　
曽
我
部
洋
輔

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

石（〇

八
大
龍
王
社
例
大
祭
斎
行　
令
和
二
年
八
月
八
日

八
大
龍
王
社

鈴
・
鈴
緒
の
ご
奉
納



第743号 （二ヶ月一回一日発行） 令和２年１０月１日石　鎚　社　報 第743号 （二ヶ月一回一日発行） 令和２年１０月１日石　鎚　社　報

- ６ -- ７ -

新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

　

神
社
・
本
教
、
名
誉
顧
問
、
河

根
秀
吉
元
老
大
顧
問
の
帰
天
の
報

を
、
九
月
に
拝
し
ま
し
た
。

・
神
社
・
本
教　

名
誉
顧
問

・
最
高
功
労
章　

金
之
笏
拝
受

・
元
老
大
顧
問
・
大
教
正

・
元
、
常
務
総
代
・
本
教
理
事

・
元
、
中
予
崇
敬
組
合
長

・
元
、
中
予
教
会
長

　

神
社
・
本
教
の
ご
奉
仕
と
同
時

に
、
地
元
漁
業
組
合
長
及
び
漁
業

組
合
統
合
後
の
組
合
長
等
の
公
職

を
拝
命
等
、
公
私
共
に
ご
活
躍
の

人
生
を
送
ら
れ
、
近
年
は
松
山
市

内
で
お
静
か
に
お
過
ご
し
と
伺
っ

て
い
た
。

　

常
に
心
に
表
裏
無
く
、
は
っ
き

り
と
発
言
さ
れ
る
御
姿
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
満
面
の
笑
顔

は
、
ご
記
憶
に
深
い
方
も
多
い
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

河
根
秀
吉
大
人
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
を
致
し
、
ご
報
告
と

致
し
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

ご
遺
族

お
孫
様　
　
　

新　

英
輔　

殿

〒
7
9
1

－

１
１
０
１

愛
媛
県
松
山
市
久
米
窪
田
町

　
　
　
　
　
　

４
２
２

－

４

０
９
0

－

9
5
5
8

－

7
4
6
5

　

曽
我
藤
夫
、
神
鏡
笏
元
老
大
顧

問
が
八
月
四
日
帰
天
さ
れ
た
。

・
石
鎚
神
社　

棟
梁

・
曽
我
工
務
店　

会
長

・
西
条
周
桑
崇
敬
組
合
長

・
御
山
開
大
祭
、
春
秋
例
大
祭
等

の
奉
仕
多
年
、
御
神
像
奉
持
、
神

輿
渡
御
、
救
護
班
、
営
繕
、
神
門

等
　

曽
我
藤
夫
大
人
命
は
石
鎚
神
社

生
粋
の
氏
子
と
し
て
出
生
、
若
年

よ
り
御
山
崇
敬
の
念
深
く
、
御
山

開
大
祭
を
始
め
祭
事
毎
に
、
常
に

笑
顔
で
汗
を
流
し
ご
奉
仕
さ
れ
、

同
時
に
平
素
の
陰
な
が
ら
の
ご
奉

仕
に
も
深
く
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

　

厳
父
曽
我
理
大
人
命
の
薫
育
を

受
け
、
宮
大
工
と
し
て
の
名
声
も

高
く
、
親
子
二
代
で
石
鎚
神
社
棟

梁
を
拝
命
。
曽
我
工
務
店
を
率
い

県
内
外
の
神
社
仏
閣
建
立
を
施
行
、

後
継
者
育
成
と
地
域
御
役
を
数
々

奉
仕
さ
れ
た
。

　

棟
梁
と
し
て
周
囲
を
明
る
く
力

強
く
激
励
し
つ
つ
も
静
謐
を
も
好

ま
れ
、
人
の
心
の
痛
み
に
敏
に
し

て
、
傍
ら
に
居
る
人
に
は
必
ず
声

を
掛
け
お
世
話
を
重
ね
、
し
か
し

吾
事
に
は
言
葉
少
な
く
、
優
し
く

繊
細
な
お
人
柄
で
あ
っ
た
。

　

告
別
式
は
六
日
に
営
ま
れ
、
武

智
宮
司
管
長
が
弔
辞
を
奉
り
、
十

亀
名
誉
宮
司
管
長
夫
妻
を
始
め
、

役
員
、
教
会
長
、
信
徒
各
位
多
数

が
参
列
、
御
霊
に
久
遠
の
お
別
れ

を
申
し
上
げ
た
。
曽
我
藤
夫
大
人

命
の
御
霊
安
か
れ
と
お
祈
り
致
し
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。文

責
、
武
智
。

ご
遺
族

嫡
男　
　
　

曽
我
孝
治　

殿
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三十六王子社御守

河
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秀
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大
人
命

神
社
・
本
教　
名
誉
顧
問

最
高
功
労
章　
金
之
笏
拝
受

　
　
元
老
大
顧
問
・
大
教
正

　
　
　
　
　
　
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
天
寿
八
十
九
才

石
鎚
神
社　
棟
梁

西
条
周
桑
崇
敬
組
合
長

神
鏡
笏
・
元
老
大
顧
問

曽
我　
藤
夫　
大
人
命

八
月
四
日　
享
年
七
十
四
才

か
た
お
か　
　

あ
き
み
ち

ア
タ
ラ
シ

帰　
　

天

帰　
　

天

　

神
社
・
本
教
の
行
政
顧
問
の
お
一

人
に
、
公
認
会
計
士
の
、
徳
増
竜
伍

（
り
ょ
う
ご
）
先
生
が
就
任
さ
れ
た
。

　

去
る
三
月
に
急
逝
さ
れ
た
、
神

社
・
本
教
の
行
政
顧
問
、
公
認
会

計
士
、
徳
増
達
史
先
生
の
ご
長
男

で
あ
る
。
今
般
、
㈱
徳
増
会
計
セ

ン
タ
ー
を
事
業
承
継
さ
れ
、
神
社

本
教
の
行
政
顧
問
も
お
引
き
受
け

戴
い
た
。

　

徳
増
竜
伍
先
生
は
、
御
祖
父
様
、

御
尊
父
様
に
続
き
、
三
代
に
亘
る

公
認
会
計
士
で
あ
る
。

　

神
縁
人
縁
を
戴
き
、
地
元
西
条

市
に
て
、
石
鎚
神
社
会
館
の
会
計

を
始
め
本
社
や
教
会
で
の
土
地
建

物
の
奉
納
や
取
得
等
、
税
務
指
導

を
戴
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

㈱
徳
増
会
計
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長

徳
増　

竜
伍　

先
生

西
条
市
神
拝
甲
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－
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0
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9
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－
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5

－

6
8
6
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【
名　
称
】
石
鎚
本
教
敬
神
教
会

【
鎮
座
地
】
北
海
道
札
幌
市
東
区

【
教
会
長
・
代
表
役
員
氏
名
】

　
　
　
山
本　
時
雄　
名
誉
大
監
長

右
、
任
期
は
四
年

【
責
任
役
員
重
任
者
氏
名
】

　
　
山
本　

時
雄

　
　

澤
田　

タ
マ
子

　
　

福
家　

ヤ
エ
子

　
　

池
田　

満
里

　
　

山
本　

チ
ヨ
子

　
　

倉
島　

雅
代

　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

右
、
任
期
は
四
年
、
定
数
六
人

　

代
表
役
員
、
責
任
役
員
と
も
に
令

和
二
年
八
月
三
十
日
付
に
て
管
長
辞

令
発
令

以
上

　

権
禰
宜　

片
岡　

明
路

　

五
月
一
日
よ
り
、
石
鎚
神
社

権
禰
宜
と
し
て
奉
職
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
片

岡
明
路
と
申
し
ま
す
。

　

以
前
は
、
島
根
県
出
雲
大
社

の
神
職
養
成
機
関
で
あ
り
ま
す

大
社
國
學
館
に
て
正
階
を
授
っ

た
後
に
、
同
じ
く
島
根
県
美
保

関
町
の
美
保
神
社
に
て
六
年
間

神
明
奉
仕
に
励
ん
で
参
り
ま
し

た
。

　

此
の
度
、
石
鎚
大
神
様
よ
り

戴
い
た
御
縁
や
日
頃
か
ら
の
御

守
護
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
石

鎚
神
社
に
奉
職
し
た
後
も
修
行

や
自
己
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
立
派
な
神
職

に
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何

卒
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
7
・
8
月
号
社
報
】

　
　
　
ー
お
詫
び
と
訂
正
|

①
、
14
頁
3
段
目

　

名
称
変
更
教
会
報
告
記
事
中

※
代
表
役
員
・
教
会
長
氏
名

　

正
し
く
は

　
　

榎
並　
好
美
元
老
顧
問

②
、
18
頁
三
十
六
王
子
社
記
事
中

　

４
段
目
の
三
十
六
王
子
社
御

守
の
画
像
が
「
納
め
札
」
の
画

像
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し

く
は
次
の
画
像
の
通
り
で
す
。

　

右
二
ヶ
所
を
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
部
）

行
政
顧
問　
ご
就
任

公
認
会
計
士

徳
増　
竜
伍　
先
生

教
会
長
、
責
任
役
員

　
　
　
　
　
　
重
任
報
告
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新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

　

神
社
・
本
教
、
名
誉
顧
問
、
河

根
秀
吉
元
老
大
顧
問
の
帰
天
の
報

を
、
九
月
に
拝
し
ま
し
た
。

・
神
社
・
本
教　

名
誉
顧
問

・
最
高
功
労
章　

金
之
笏
拝
受

・
元
老
大
顧
問
・
大
教
正

・
元
、
常
務
総
代
・
本
教
理
事

・
元
、
中
予
崇
敬
組
合
長

・
元
、
中
予
教
会
長

　

神
社
・
本
教
の
ご
奉
仕
と
同
時

に
、
地
元
漁
業
組
合
長
及
び
漁
業

組
合
統
合
後
の
組
合
長
等
の
公
職

を
拝
命
等
、
公
私
共
に
ご
活
躍
の

人
生
を
送
ら
れ
、
近
年
は
松
山
市

内
で
お
静
か
に
お
過
ご
し
と
伺
っ

て
い
た
。

　

常
に
心
に
表
裏
無
く
、
は
っ
き

り
と
発
言
さ
れ
る
御
姿
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
満
面
の
笑
顔

は
、
ご
記
憶
に
深
い
方
も
多
い
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

河
根
秀
吉
大
人
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
を
致
し
、
ご
報
告
と

致
し
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

ご
遺
族

お
孫
様　
　
　

新　

英
輔　

殿

〒
7
9
1

－

１
１
０
１

愛
媛
県
松
山
市
久
米
窪
田
町

　
　
　
　
　
　

４
２
２

－

４

０
９
0

－

9
5
5
8

－

7
4
6
5

　

曽
我
藤
夫
、
神
鏡
笏
元
老
大
顧

問
が
八
月
四
日
帰
天
さ
れ
た
。

・
石
鎚
神
社　

棟
梁

・
曽
我
工
務
店　

会
長

・
西
条
周
桑
崇
敬
組
合
長

・
御
山
開
大
祭
、
春
秋
例
大
祭
等

の
奉
仕
多
年
、
御
神
像
奉
持
、
神

輿
渡
御
、
救
護
班
、
営
繕
、
神
門

等
　

曽
我
藤
夫
大
人
命
は
石
鎚
神
社

生
粋
の
氏
子
と
し
て
出
生
、
若
年

よ
り
御
山
崇
敬
の
念
深
く
、
御
山

開
大
祭
を
始
め
祭
事
毎
に
、
常
に

笑
顔
で
汗
を
流
し
ご
奉
仕
さ
れ
、

同
時
に
平
素
の
陰
な
が
ら
の
ご
奉

仕
に
も
深
く
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

　

厳
父
曽
我
理
大
人
命
の
薫
育
を

受
け
、
宮
大
工
と
し
て
の
名
声
も

高
く
、
親
子
二
代
で
石
鎚
神
社
棟

梁
を
拝
命
。
曽
我
工
務
店
を
率
い

県
内
外
の
神
社
仏
閣
建
立
を
施
行
、

後
継
者
育
成
と
地
域
御
役
を
数
々

奉
仕
さ
れ
た
。

　

棟
梁
と
し
て
周
囲
を
明
る
く
力

強
く
激
励
し
つ
つ
も
静
謐
を
も
好

ま
れ
、
人
の
心
の
痛
み
に
敏
に
し

て
、
傍
ら
に
居
る
人
に
は
必
ず
声

を
掛
け
お
世
話
を
重
ね
、
し
か
し

吾
事
に
は
言
葉
少
な
く
、
優
し
く

繊
細
な
お
人
柄
で
あ
っ
た
。

　

告
別
式
は
六
日
に
営
ま
れ
、
武

智
宮
司
管
長
が
弔
辞
を
奉
り
、
十

亀
名
誉
宮
司
管
長
夫
妻
を
始
め
、

役
員
、
教
会
長
、
信
徒
各
位
多
数

が
参
列
、
御
霊
に
久
遠
の
お
別
れ

を
申
し
上
げ
た
。
曽
我
藤
夫
大
人

命
の
御
霊
安
か
れ
と
お
祈
り
致
し
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。文

責
、
武
智
。

ご
遺
族
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曽
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孝
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神
社
・
本
教
の
行
政
顧
問
の
お
一

人
に
、
公
認
会
計
士
の
、
徳
増
竜
伍

（
り
ょ
う
ご
）
先
生
が
就
任
さ
れ
た
。

　

去
る
三
月
に
急
逝
さ
れ
た
、
神

社
・
本
教
の
行
政
顧
問
、
公
認
会

計
士
、
徳
増
達
史
先
生
の
ご
長
男

で
あ
る
。
今
般
、
㈱
徳
増
会
計
セ

ン
タ
ー
を
事
業
承
継
さ
れ
、
神
社

本
教
の
行
政
顧
問
も
お
引
き
受
け

戴
い
た
。

　

徳
増
竜
伍
先
生
は
、
御
祖
父
様
、

御
尊
父
様
に
続
き
、
三
代
に
亘
る

公
認
会
計
士
で
あ
る
。

　

神
縁
人
縁
を
戴
き
、
地
元
西
条

市
に
て
、
石
鎚
神
社
会
館
の
会
計

を
始
め
本
社
や
教
会
で
の
土
地
建

物
の
奉
納
や
取
得
等
、
税
務
指
導

を
戴
く
予
定
で
あ
る
。
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、
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智
。
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任
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右
、
任
期
は
四
年
、
定
数
六
人

　

代
表
役
員
、
責
任
役
員
と
も
に
令

和
二
年
八
月
三
十
日
付
に
て
管
長
辞

令
発
令

以
上

　

権
禰
宜　

片
岡　

明
路

　

五
月
一
日
よ
り
、
石
鎚
神
社

権
禰
宜
と
し
て
奉
職
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
片

岡
明
路
と
申
し
ま
す
。

　

以
前
は
、
島
根
県
出
雲
大
社

の
神
職
養
成
機
関
で
あ
り
ま
す

大
社
國
學
館
に
て
正
階
を
授
っ

た
後
に
、
同
じ
く
島
根
県
美
保

関
町
の
美
保
神
社
に
て
六
年
間

神
明
奉
仕
に
励
ん
で
参
り
ま
し

た
。

　

此
の
度
、
石
鎚
大
神
様
よ
り

戴
い
た
御
縁
や
日
頃
か
ら
の
御

守
護
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
石

鎚
神
社
に
奉
職
し
た
後
も
修
行

や
自
己
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
立
派
な
神
職

に
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何

卒
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
7
・
8
月
号
社
報
】

　
　
　
ー
お
詫
び
と
訂
正
|

①
、
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会
報
告
記
事
中

※
代
表
役
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・
教
会
長
氏
名

　

正
し
く
は

　
　

榎
並　
好
美
元
老
顧
問

②
、
18
頁
三
十
六
王
子
社
記
事
中

　

４
段
目
の
三
十
六
王
子
社
御

守
の
画
像
が
「
納
め
札
」
の
画

像
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し

く
は
次
の
画
像
の
通
り
で
す
。

　

右
二
ヶ
所
を
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
部
）

行
政
顧
問　
ご
就
任

公
認
会
計
士

徳
増　
竜
伍　
先
生

教
会
長
、
責
任
役
員

　
　
　
　
　
　
重
任
報
告
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土
小
屋
遙
拝
殿
御
鎮
座
五
十
周
年

奉
祝
改
修
工
事
の
概
要

銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え

　
現
在
の
御
屋
根
は
三
十
年
来
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
傷
み
が
激

し
く
雨
漏
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
御
社
殿
自
体
の

損
傷
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
新
た
に
銅
板
に
て
御
屋
根
を
葺
き
替
え
、
石
鎚
大
神
様
が
御

鎮
座
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
御
社
殿
に
な
る
様
、
計
画
致
し
ま

し
た
。

木
部
外
壁
部
の
張
替
防
水
対
策
工
事

　
御
本
殿
外
壁
の
木
部
は
、
長
年
の
風
雨
雪
や
直
射
日
光
に
よ

り
木
が
割
れ
、
横
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
石
鎚
大
神
様
の
御
鎮
座
さ
れ
る
御
社
殿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、

木
部
外
壁
の
張
替
工
事
、
防
水
対
策
工
事
も
計
画
致
し
ま
し
た
。

周
辺
整
備

　
御
本
殿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
回
廊
も
前
回
の
防
水
工
事
よ

り
年
数
を
経
て
機
能
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

　
正
面
階
段
中
央
の
モ
ミ
の
木
が
成
長
し
、
石
畳
が
浮
き
上
が

り
参
拝
者
が
躓
く
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
の
為
、
外
回
廊
の
防
水
工
事
石
畳
の

一
部
改
修
ま
た
殿
内
の
畳
の
取
り
替
え
等
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

改
修
工
事
費

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え　
　
五
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・

　
防
水
対
策
工
事　
　
　
　
　
　
一
八
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

③
周
辺
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計　
　
七
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭

　
　
奉
祝
式
典

　
　
殿
内
掲
額

　
　
事
務
費

　
　
予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　

総
合
計　
　
八
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
鎚
神
社  

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝 

改
修
工
事 

ご
奉
賛
の
お
願
い

石
鎚
神
社  

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝 

改
修
工
事 

ご
奉
賛
の
お
願
い

　

土
小
屋
遙
拝
殿
は
、
長
年
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
御
屋

根
銅
板
と
社
殿
木
部
の
痛
み
が
進
み
、
二
十
年
来
の
雨

漏
り
も
一
段
と
激
し
く
な
り
、
重
ね
て
き
た
補
修
も
、

も
は
や
限
界
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
の
土
小
屋
遙
拝
殿　

御
鎮
座
五
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
奉
祝
年
に
向
か
い
、
施
工
を
進
め
て
い
ま
す
。

ど
う
か
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
・
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
方
々
は
所
属
の
長

の
方
へ
。
所
属
の
な
い
方
は
、
本
社
へ
直
接
お
声
が
け

く
だ
さ
り
ま
す
と
幸
い
で
す
。奉

祝
奉
賛
会　
役
員
一
同　

 

土
小
屋
遙
拝
殿

 

御
鎮
座
五
十
周
年
の
歴
史

・
昭
和
四
十
五
年　
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

・
昭
和
四
十
六
年　
土
小
屋
遙
拝
殿
へ
御
神
像
遷
座

　
　
　
同　
　
　
　
土
小
屋
遙
拝
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
新
築
竣
工
奉
告
祭
斎
行

・
昭
和
六
十
二
年　
土
小
屋
遙
拝
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
改
築
工
事
奉
賛
会
発
足

・
平
成
元
年　
　
　
土
小
屋
遙
拝
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
改
築
竣
工
奉
告
祭
斎
行

・
令
和
三
年　
　
　
土
小
屋
遥
拝
殿
御
鎮
座
五
十
周
年
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土
小
屋
遙
拝
殿
御
鎮
座
五
十
周
年

奉
祝
改
修
工
事
の
概
要

銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え

　
現
在
の
御
屋
根
は
三
十
年
来
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
傷
み
が
激

し
く
雨
漏
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
御
社
殿
自
体
の

損
傷
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
新
た
に
銅
板
に
て
御
屋
根
を
葺
き
替
え
、
石
鎚
大
神
様
が
御

鎮
座
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
御
社
殿
に
な
る
様
、
計
画
致
し
ま

し
た
。

木
部
外
壁
部
の
張
替
防
水
対
策
工
事

　
御
本
殿
外
壁
の
木
部
は
、
長
年
の
風
雨
雪
や
直
射
日
光
に
よ

り
木
が
割
れ
、
横
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
石
鎚
大
神
様
の
御
鎮
座
さ
れ
る
御
社
殿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、

木
部
外
壁
の
張
替
工
事
、
防
水
対
策
工
事
も
計
画
致
し
ま
し
た
。

周
辺
整
備

　
御
本
殿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
回
廊
も
前
回
の
防
水
工
事
よ

り
年
数
を
経
て
機
能
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

　
正
面
階
段
中
央
の
モ
ミ
の
木
が
成
長
し
、
石
畳
が
浮
き
上
が

り
参
拝
者
が
躓
く
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
の
為
、
外
回
廊
の
防
水
工
事
石
畳
の

一
部
改
修
ま
た
殿
内
の
畳
の
取
り
替
え
等
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

改
修
工
事
費

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え　
　
五
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・

　
防
水
対
策
工
事　
　
　
　
　
　
一
八
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

③
周
辺
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計　
　
七
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭

　
　
奉
祝
式
典

　
　
殿
内
掲
額

　
　
事
務
費

　
　
予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　

総
合
計　
　
八
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
鎚
神
社  

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝 

改
修
工
事 

ご
奉
賛
の
お
願
い

石
鎚
神
社  

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝 

改
修
工
事 

ご
奉
賛
の
お
願
い

　

土
小
屋
遙
拝
殿
は
、
長
年
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
御
屋

根
銅
板
と
社
殿
木
部
の
痛
み
が
進
み
、
二
十
年
来
の
雨

漏
り
も
一
段
と
激
し
く
な
り
、
重
ね
て
き
た
補
修
も
、

も
は
や
限
界
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
の
土
小
屋
遙
拝
殿　

御
鎮
座
五
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
奉
祝
年
に
向
か
い
、
施
工
を
進
め
て
い
ま
す
。

ど
う
か
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
・
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
方
々
は
所
属
の
長

の
方
へ
。
所
属
の
な
い
方
は
、
本
社
へ
直
接
お
声
が
け

く
だ
さ
り
ま
す
と
幸
い
で
す
。奉

祝
奉
賛
会　
役
員
一
同　

 

土
小
屋
遙
拝
殿

 

御
鎮
座
五
十
周
年
の
歴
史

・
昭
和
四
十
五
年　
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

・
昭
和
四
十
六
年　
土
小
屋
遙
拝
殿
へ
御
神
像
遷
座

　
　
　
同　
　
　
　
土
小
屋
遙
拝
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
新
築
竣
工
奉
告
祭
斎
行

・
昭
和
六
十
二
年　
土
小
屋
遙
拝
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
改
築
工
事
奉
賛
会
発
足

・
平
成
元
年　
　
　
土
小
屋
遙
拝
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
改
築
竣
工
奉
告
祭
斎
行

・
令
和
三
年　
　
　
土
小
屋
遥
拝
殿
御
鎮
座
五
十
周
年
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奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

◎ご芳名
◎銅板記名
　※銅板記名応対は、御屋根葺き替え完成直前までとさせていただきます。
　※下記は、工事完成後に応対させて頂きます
◎御神札
◎記念品
◎感謝状
◎掲額
◎ご案内
◎銅板奉納

本奉賛会にて特別に奉製された御神札
本奉賛会、記念品
本奉賛会、感謝状
土小屋遙拝殿内に、ご芳名を掲額
奉祝大祭にご案内
※１口・2,000円～。・本社、土小屋遙拝殿社頭にて
・お名前の記入は１名とさせていただきます。・受付は、お世話人様を通じて。

ご奉賛頂きました皆様へは、下記の対応をさせていただきます。

全てのご奉賛者のご芳名を、土小屋遥拝殿に永久保存
銅板へお名前を記名

銅板を加工する

銅板を１枚ずつ繋ぐ５月下旬の様子

６月中頃の様子８月25日の様子

繋ぎ合わせた銅板をお屋根へ

外された千木・鰹木

つな

ち　ぎ かつおぎ
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奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

◎ご芳名
◎銅板記名
　※銅板記名応対は、御屋根葺き替え完成直前までとさせていただきます。
　※下記は、工事完成後に応対させて頂きます
◎御神札
◎記念品
◎感謝状
◎掲額
◎ご案内
◎銅板奉納

本奉賛会にて特別に奉製された御神札
本奉賛会、記念品
本奉賛会、感謝状
土小屋遙拝殿内に、ご芳名を掲額
奉祝大祭にご案内
※１口・2,000円～。・本社、土小屋遙拝殿社頭にて
・お名前の記入は１名とさせていただきます。・受付は、お世話人様を通じて。

ご奉賛頂きました皆様へは、下記の対応をさせていただきます。

全てのご奉賛者のご芳名を、土小屋遥拝殿に永久保存
銅板へお名前を記名

銅板を加工する

銅板を１枚ずつ繋ぐ５月下旬の様子

６月中頃の様子８月25日の様子

繋ぎ合わせた銅板をお屋根へ

外された千木・鰹木

つな

ち　ぎ かつおぎ
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ご
参
拝
に
は
、
自
宅
に
て
検
温
さ
れ
、
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

祭
典

・
毎
月
の
月
次
祭
は
ご
自
由
に
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

・
お
席
は
間
隔
を
空
け
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

御
祈
祷

・
通
常
通
り
受
付
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

・
団
体
で
の
お
申
し
込
み
は
本
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
祈
祷
控
室
で
は
、
一
定
間
隔
を
空
け
て
お
座
り
い
た
だ
き
ま
す
。

・
床
拝
殿
で
は
、
ご
家
族
ご
と
に
間
隔
を
空
け
て
お
座
り
い
た
だ
き

ま
す
。

・
金
幣
拝
戴
神
事
は
、
鈴
の
音
を
響
か
せ
拝
戴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
玉
串
拝
礼
は
榊
を
使
わ
ず
、
斎
主
に
合
わ
せ
て
拝
礼
い
た
だ
き
ま
す
。

御
神
像
拝
戴

・
現
在
、
受
付
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

御
神
札
・
お
守
り
・
お
み
く
じ

・
通
常
通
り
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

・
お
み
く
じ
箱
の
横
に
消
毒
液
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

 

神
社
会
館

・
物
品
販
売

　

会
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
品
揃
え
し
て
い
ま
す
。

・
ご
神
水
カ
フ
ェ

　

会
館
一
階
食
堂
横
に
て
開
店
し
て
い
ま
す
。

・
ご
宿
泊

　

宿
泊
人
数
を
限
定
し
て
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

お
一
人
さ
ま
か
ら
受
付
可
能
で
す
。

ご
予
約
・
お
問
合
せ
は
、

０
８
９
７ 

ー 

５
５ 

ー 

４
１
６
８　
石
鎚
神
社
会
館

 

頂
上
山
荘

・
物
品
販
売　
通
常
通
り
営
業

　

山
荘
入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
品
揃
え
し
て
い
ま
す
。

・
食
堂
販
売
（
昼
食
）
９
月
か
ら
再
開

　

土
日
・
祝
日
に
限
定
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

数
量
限
定
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
み
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

・
ご
宿
泊
９
月
か
ら
再
開

　

一
日　

十
五
名
さ
ま
限
定
と
い
た
し
ま
す
。

◉
予
約
時
と
到
着
時
の
お
願
い

　

ご
自
宅
の
出
発
前
に
は
検
温
を
し
、
お
山
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

山
荘
到
着
後
、
宿
泊
者
全
員
の
名
簿
、
体
調
確
認
表
に
ご
記
入

い
た
だ
き
ご
提
出
願
い
ま
す
。

◉
ご
持
参
品
の
お
願
い

・
シ
ュ
ラ
フ
・
寝
袋
（
山
荘
の
掛
フ
ト
ン
や
毛
布
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
）

・
コ
ッ
プ

・
マ
ス
ク

・
体
温
計

・
消
毒
用
の
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等

・
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

○
ご
予
約
後
も
、
緊
急
事
態
宣
言
等
発
令
地
の
方
は
、
宿
泊
の
お

控
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
予
約
後
に
事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
、
予
約
取
消
を
依
頼
す

る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

○
宿
泊
に
お
い
て
の
体
調
確
認
事
項

１
、
発
熱
の
症
状
が
な
い
こ
と

２
、
咳
・
咽
頭
痛
、
倦
怠
感
な
ど
風
邪
に
似
た
症
状
が
な
い
こ
と

３
、
味
覚
・
嗅
覚
に
異
常
が
な
い
こ
と

４
、
２
週
間
以
内
に
３
７
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
な
い
こ
と

５
、
２
週
間
以
内
に
海
外
へ
の
渡
航
歴
が
な
い
こ
と

６
、
２
週
間
以
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
、
ま
た
は　

　
　

そ
の
疑
い
が
あ
る
人
と
の
接
触
が
な
い
こ
と

・
右
記
の
事
項
全
て
に
該
当
す
る
場
合
に
の
み
、
ご
来
荘
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
予
約
・
お
問
合
せ
は
、

０
８
０ 

ー 

１
９
９
８ 

ー 

４
５
９
１　
頂
上
山
荘
宿
泊
専
用
電
話

何
卒
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
朱
印

・
あ
ら
か
じ
め
紙
に
押
印
し
た
御
朱
印
を
授
与
致
し
ま
す
。

・
御
朱
印
帳
は
新
規
授
与
分
に
限
り
直
接
記
入
し
て
お
り
ま
す
。

職
員
の
応
対
等

・
職
員
は
、
検
温
を
行
い
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
等
を
細
か
く
行
い
ま
す
。

・
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
、
透
明
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

※
御
参
拝
を
控
え
ら
れ
る
方
へ

・
御
祈
祷
・
お
守
り
は
、
郵
送
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
本
社
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

以
上
、
感
染
防
止
に
努
め
つ
つ
、
神
明
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え

対
応
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

石
鎚
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
併
せ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

御
参
拝
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
の
た
め
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て

御
参
拝
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
の
た
め
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て

令
和
二
年
九
月
一
日

令
和
二
年
九
月
一
日

皆
様
が
安
心
し
て
安
全
に
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ご
参
拝
に
は
、
自
宅
に
て
検
温
さ
れ
、
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

祭
典

・
毎
月
の
月
次
祭
は
ご
自
由
に
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

・
お
席
は
間
隔
を
空
け
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

御
祈
祷

・
通
常
通
り
受
付
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

・
団
体
で
の
お
申
し
込
み
は
本
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
祈
祷
控
室
で
は
、
一
定
間
隔
を
空
け
て
お
座
り
い
た
だ
き
ま
す
。

・
床
拝
殿
で
は
、
ご
家
族
ご
と
に
間
隔
を
空
け
て
お
座
り
い
た
だ
き

ま
す
。

・
金
幣
拝
戴
神
事
は
、
鈴
の
音
を
響
か
せ
拝
戴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
玉
串
拝
礼
は
榊
を
使
わ
ず
、
斎
主
に
合
わ
せ
て
拝
礼
い
た
だ
き
ま
す
。

御
神
像
拝
戴

・
現
在
、
受
付
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

御
神
札
・
お
守
り
・
お
み
く
じ

・
通
常
通
り
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

・
お
み
く
じ
箱
の
横
に
消
毒
液
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

 

神
社
会
館

・
物
品
販
売

　

会
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
品
揃
え
し
て
い
ま
す
。

・
ご
神
水
カ
フ
ェ

　

会
館
一
階
食
堂
横
に
て
開
店
し
て
い
ま
す
。

・
ご
宿
泊

　

宿
泊
人
数
を
限
定
し
て
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

お
一
人
さ
ま
か
ら
受
付
可
能
で
す
。

ご
予
約
・
お
問
合
せ
は
、

０
８
９
７ 

ー 

５
５ 

ー 

４
１
６
８　
石
鎚
神
社
会
館

 

頂
上
山
荘

・
物
品
販
売　
通
常
通
り
営
業

　

山
荘
入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
品
揃
え
し
て
い
ま
す
。

・
食
堂
販
売
（
昼
食
）
９
月
か
ら
再
開

　

土
日
・
祝
日
に
限
定
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

数
量
限
定
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
み
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

・
ご
宿
泊
９
月
か
ら
再
開

　

一
日　

十
五
名
さ
ま
限
定
と
い
た
し
ま
す
。

◉
予
約
時
と
到
着
時
の
お
願
い

　

ご
自
宅
の
出
発
前
に
は
検
温
を
し
、
お
山
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

山
荘
到
着
後
、
宿
泊
者
全
員
の
名
簿
、
体
調
確
認
表
に
ご
記
入

い
た
だ
き
ご
提
出
願
い
ま
す
。

◉
ご
持
参
品
の
お
願
い

・
シ
ュ
ラ
フ
・
寝
袋
（
山
荘
の
掛
フ
ト
ン
や
毛
布
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
）

・
コ
ッ
プ

・
マ
ス
ク

・
体
温
計

・
消
毒
用
の
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等

・
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

○
ご
予
約
後
も
、
緊
急
事
態
宣
言
等
発
令
地
の
方
は
、
宿
泊
の
お

控
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
予
約
後
に
事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
、
予
約
取
消
を
依
頼
す

る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

○
宿
泊
に
お
い
て
の
体
調
確
認
事
項

１
、
発
熱
の
症
状
が
な
い
こ
と

２
、
咳
・
咽
頭
痛
、
倦
怠
感
な
ど
風
邪
に
似
た
症
状
が
な
い
こ
と

３
、
味
覚
・
嗅
覚
に
異
常
が
な
い
こ
と

４
、
２
週
間
以
内
に
３
７
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
な
い
こ
と

５
、
２
週
間
以
内
に
海
外
へ
の
渡
航
歴
が
な
い
こ
と

６
、
２
週
間
以
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
、
ま
た
は　

　
　

そ
の
疑
い
が
あ
る
人
と
の
接
触
が
な
い
こ
と

・
右
記
の
事
項
全
て
に
該
当
す
る
場
合
に
の
み
、
ご
来
荘
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
予
約
・
お
問
合
せ
は
、

０
８
０ 

ー 
１
９
９
８ 

ー 

４
５
９
１　
頂
上
山
荘
宿
泊
専
用
電
話

何
卒
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
朱
印

・
あ
ら
か
じ
め
紙
に
押
印
し
た
御
朱
印
を
授
与
致
し
ま
す
。

・
御
朱
印
帳
は
新
規
授
与
分
に
限
り
直
接
記
入
し
て
お
り
ま
す
。

職
員
の
応
対
等

・
職
員
は
、
検
温
を
行
い
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
等
を
細
か
く
行
い
ま
す
。

・
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
、
透
明
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

※
御
参
拝
を
控
え
ら
れ
る
方
へ

・
御
祈
祷
・
お
守
り
は
、
郵
送
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
本
社
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

以
上
、
感
染
防
止
に
努
め
つ
つ
、
神
明
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え

対
応
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

石
鎚
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
併
せ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

御
参
拝
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
の
た
め
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て

御
参
拝
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
の
た
め
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て

令
和
二
年
九
月
一
日

令
和
二
年
九
月
一
日

皆
様
が
安
心
し
て
安
全
に
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
年
、
七
五
三
を
迎
え
ら
れ
る
ご
家

族
ご
親
族
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

　
お
子
様
の
つ
つ
が
な
い
成
長
は
、
ご
家
族

の
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

　
ご
家
族
・
ご
先
祖
様
の
あ
た
た
か
な

お
守
り
と
、
神
様
の
お
守
り
を
い
た
だ
き
、

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

祈
祷
受
付
終
了
後
、
殿
内
で
の
密

集
を
避
け
る
為
に
、
ご
案
内
に
制
限

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と

を
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
せ
。

Q 
今
年
の
七
五
三
は
何
年
生
ま
れ
で
す
か
？

Ⓐ

Q 

祈
祷
料
は
？

Ⓐ 

一
件
５
千
円
か
ら

　

 

兄
弟
姉
妹
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　
１
人　
５
千
円

　
　
２
人　
８
千
円

　
　
３
人　
１
万
円

Q 

参
拝
日
が
雨
の
予
報
な
の
で
す
が
…

Ⓐ 

車
で
本
殿
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

 

お
爺
ち
ゃ
ん
・
お
婆
ち
ゃ
ん
、
皆
様

　

 

ご
一
緒
に
本
殿
ま
で
ど
う
ぞ
♪

Q 

お
詣
り
は
い
つ
か
ら
可
能
で
す
か
？

Ⓐ 

毎
月
１
日
15
日
は
午
前
１０
時
よ
り
月

　

 

次
祭
の
為
、
時
間
の
制
限
が
御
座
い

　

 

ま
す
。
日
時
が
お
決
ま
り
で
し
た
ら
、

　

 

電
話
に
て
ご
確
認・ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
０
８
９
７
|
５
５
|
４
０
４
４
】

年　齢

七歳の女児
帯解のお祝い

平成26年
（2014年）

平成28年
（2016年）

五歳の男児
袴着のお祝い

平成30年
（2018年）

平成25年
（2013年）

平成27年
（2015年）

平成29年
（2017年）

三歳の男・女
髪置のお祝い

数え年 満年齢

おびとき

はかまぎ

かみおき

ご
参
拝
の
叶
わ
な
い
方
の
為
に
、
郵
送
に
て

御
祈
祷
の
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
手
紙
や
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
神
社
Ｈ
Ｐ
か
ら

の
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
を
頂
き
、
神
職
が

御
祈
祷
し
、
御
祈
願
を
込
め
た
御
神
札
・
御

守
を
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
神
様
の
御
前
へ
ご
参
拝
い
た
だ
い
て
、

直
接
御
神
徳
を
戴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
最
上

で
す
が
、
遠
方
で
予
定
が
組
め
な
い
方
、
身

体
の
不
自
由
な
ど
の
諸
事
の
方
、
ま
た
現
在

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
為

に
行
動
の
制
限
が
あ
る
方
な
ど
、
ご
参
拝
が

叶
わ
な
い
方
へ
の
ご
案
内
で
す
。

申
し
込
み
必
要
事
項

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

生
年
月
日

郵
便
番
号

住
所

御
祈
願
料

祈
祷
内
容

電
話
番
号
（
日
中
連
絡
が
つ
く
番
号
）

　

祈
祷
申
込
を
さ
れ
た
日
か
ら
希
望
の
期
間
、

朝
の
神
事
に
併
せ
て
連
日
祈
祷
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

５
日
間　

初
穂
料
２
万
円

　

10
日
間　

初
穂
料
３
万
円

　

１
カ
月　

初
穂
料
５
万
円

【 

中
木
札
を
希
望
の
方 

】　

　
　
　
　
　

追
加　

初
穂
料
２
千
円

【 

大
木
札
を
希
望
の
方 

】

　
　
　
　
　

追
加　

初
穂
料
５
千
円

　

右
記
の
期
間
以
外
も
承
り
ま
す
の
で
、

本
社
へ
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

初
穂
料　
　

５
千
円

　
　
　
　
　
　

７
千
円

　
　
　
　
　
　

１
万
円
以
上

　

御
神
札
の
種
類
と
大
き
さ

　
　
　
　
　

種　

類　
　

縦　
　
　
　

横

　
　
　
　

【
小
木
札
】　

54
㎝　

×　

10
㎝

　
　
　
　

【
中
木
札
】　

70
㎝　

×　

11
㎝

　
　
　
　

【
大
木
札
】　

84
㎝　

×　

13
㎝

　
　
　
　

【
導
者
札
】　

37
㎝　

×　

７
㎝

　
　
　
　

【
舟
中
札
】　

24
㎝　

×　

６
㎝

　

初
穂
料
に
よ
っ
て
選
べ
る
御
神
札
の
種
類

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

尚
、
御
神
札
を
御
守
に
変
更
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
の
で
、
本
社
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

郵
送
祈
祷
の
ご
案
内

連
日
祈
祷
の
ご
案
内

御
祈
祷
料
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本
年
、
七
五
三
を
迎
え
ら
れ
る
ご
家

族
ご
親
族
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

　
お
子
様
の
つ
つ
が
な
い
成
長
は
、
ご
家
族

の
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

　
ご
家
族
・
ご
先
祖
様
の
あ
た
た
か
な

お
守
り
と
、
神
様
の
お
守
り
を
い
た
だ
き
、

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

祈
祷
受
付
終
了
後
、
殿
内
で
の
密

集
を
避
け
る
為
に
、
ご
案
内
に
制
限

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と

を
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
せ
。

Q 

今
年
の
七
五
三
は
何
年
生
ま
れ
で
す
か
？

Ⓐ

Q 

祈
祷
料
は
？

Ⓐ 

一
件
５
千
円
か
ら

　

 

兄
弟
姉
妹
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　
１
人　
５
千
円

　
　
２
人　
８
千
円

　
　
３
人　
１
万
円

Q 

参
拝
日
が
雨
の
予
報
な
の
で
す
が
…

Ⓐ 

車
で
本
殿
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

 

お
爺
ち
ゃ
ん
・
お
婆
ち
ゃ
ん
、
皆
様

　

 

ご
一
緒
に
本
殿
ま
で
ど
う
ぞ
♪

Q 

お
詣
り
は
い
つ
か
ら
可
能
で
す
か
？

Ⓐ 

毎
月
１
日
15
日
は
午
前
１０
時
よ
り
月

　

 

次
祭
の
為
、
時
間
の
制
限
が
御
座
い

　

 

ま
す
。
日
時
が
お
決
ま
り
で
し
た
ら
、

　

 

電
話
に
て
ご
確
認・ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
０
８
９
７
|
５
５
|
４
０
４
４
】

年　齢

七歳の女児
帯解のお祝い

平成26年
（2014年）

平成28年
（2016年）

五歳の男児
袴着のお祝い

平成30年
（2018年）

平成25年
（2013年）

平成27年
（2015年）

平成29年
（2017年）

三歳の男・女
髪置のお祝い

数え年 満年齢

おびとき

はかまぎ

かみおき

ご
参
拝
の
叶
わ
な
い
方
の
為
に
、
郵
送
に
て

御
祈
祷
の
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
手
紙
や
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
神
社
Ｈ
Ｐ
か
ら

の
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
を
頂
き
、
神
職
が

御
祈
祷
し
、
御
祈
願
を
込
め
た
御
神
札
・
御

守
を
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
神
様
の
御
前
へ
ご
参
拝
い
た
だ
い
て
、

直
接
御
神
徳
を
戴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
最
上

で
す
が
、
遠
方
で
予
定
が
組
め
な
い
方
、
身

体
の
不
自
由
な
ど
の
諸
事
の
方
、
ま
た
現
在

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
為

に
行
動
の
制
限
が
あ
る
方
な
ど
、
ご
参
拝
が

叶
わ
な
い
方
へ
の
ご
案
内
で
す
。

申
し
込
み
必
要
事
項

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

生
年
月
日

郵
便
番
号

住
所

御
祈
願
料

祈
祷
内
容

電
話
番
号
（
日
中
連
絡
が
つ
く
番
号
）

　

祈
祷
申
込
を
さ
れ
た
日
か
ら
希
望
の
期
間
、

朝
の
神
事
に
併
せ
て
連
日
祈
祷
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

５
日
間　

初
穂
料
２
万
円

　

10
日
間　

初
穂
料
３
万
円

　

１
カ
月　

初
穂
料
５
万
円

【 

中
木
札
を
希
望
の
方 

】　

　
　
　
　
　

追
加　

初
穂
料
２
千
円

【 

大
木
札
を
希
望
の
方 

】

　
　
　
　
　

追
加　

初
穂
料
５
千
円

　

右
記
の
期
間
以
外
も
承
り
ま
す
の
で
、

本
社
へ
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

初
穂
料　
　

５
千
円

　
　
　
　
　
　

７
千
円

　
　
　
　
　
　

１
万
円
以
上

　

御
神
札
の
種
類
と
大
き
さ

　
　
　
　
　

種　

類　
　

縦　
　
　
　

横

　
　
　
　

【
小
木
札
】　

54
㎝　

×　

10
㎝

　
　
　
　

【
中
木
札
】　

70
㎝　

×　

11
㎝

　
　
　
　

【
大
木
札
】　

84
㎝　

×　

13
㎝

　
　
　
　

【
導
者
札
】　

37
㎝　

×　

７
㎝

　
　
　
　

【
舟
中
札
】　

24
㎝　

×　

６
㎝

　

初
穂
料
に
よ
っ
て
選
べ
る
御
神
札
の
種
類

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

尚
、
御
神
札
を
御
守
に
変
更
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
の
で
、
本
社
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

郵
送
祈
祷
の
ご
案
内

連
日
祈
祷
の
ご
案
内

御
祈
祷
料
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期　
間

　
十
月
四
日（
日
）よ
り
十
一
月
三
日（
火・祝
）ま
で
の
日
曜
・

祝
日

祭　
典

　
十　
月
四
日　
十
時
よ
り
初
日
祭

　
十
一
月
三
日　
十
時
よ
り
終
了
祭

　
こ
の
期
間
は
特
に
紅
葉
が
素
晴
ら
し
く
、
空
気
も
澄
み
、
心

と
体
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　
三
密
を
回
避
し
、
マ
ス
ク
持
参
・
自
宅
で
検
温
を
さ
れ
、
お

参
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
尚
、
本
年
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
は
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の

為
、
休
止
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
石
鎚
神
社
並
び
に
、
石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

寒
行
の
最
終
日
、
道
場

は
一
瞬
、
熱
気
と
感
動
の

坩
堝
の
中
で
、
一
人
一
人

の
命
が
一
場
に
と
け
合
っ

て
、
自
分
で
な
い
自
分
が

こ
こ
に
あ
る
。
そ
ん
な
い

い
様
の
な
い
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
、
自
己
満
足
感
に

酔
い
な
が
ら
・
・
・
・
・
。

　

心
に
焼
き
つ
い
た
、
厳

し
く
有
難
い
石
鎚
信
仰
そ

し
て
戸
田
先
生
、
そ
れ
に

年
と
共
に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ

と
欠
け
て
ゆ
く
古
い
顔
ぶ

れ
の
中
に
ま
じ
っ
て
新
し

い
若
い
人
の
姿
が
何
と
し

て
も
頼
も
し
き
限
り
。

　

証
は
行
の
結
果
に
求
め

る
べ
き
も
の
で
は
な
く
行

そ
の
も
の
の
中
に
自
然
に

に
じ
み
出
て
く
る
も
の

「
行
」
そ
の
事
が
、
そ
の

ま
ま
お
か
げ
で
あ
る
と
受

け
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

寒
さ
も
、
暗
い
夜
道
も
老

い
も
し
ば
し
ば
忘
れ
て
、

心
は
ず
む
日
々
で
し
た
。

全
く
平
等
の
立
場
で
、
誰

の
さ
し
ず
も
な
く
、
存
分

に
、
自
由
に
自
分
を
見
つ

め
、
素
直
に
明
る
く
、
行

ず
る
こ
と
が
出
来
た
同
行

の
友
と
共
々
、
今
年
も
ほ

ん
と
う
に
充
実
し
た
有
難

い
一
ヶ
月
だ
っ
た
と
思
う
。

皆様の参拝を心より
お待ちしております
中宮成就社
TEL 0897-59-0106

成
就
社

お
か
げ
話

た
か
ね
第
二
十
五
号　
平
成
五
年
七
月
一
日
発
行
よ
り

「
行
」　
東
洋
大
心
福
山
支
部　
佐　
藤　
ユ
リ
子

ご
参
拝
に
は
、
自
宅
で
検
温
さ
れ
、
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

団
体
様
で
の
ご
参
拝
は
、
ご
代
表
二
名
様
内
に
て
、
お
願
い
し
ま
す
。

神
恩
感
謝
と
御
神
徳
拝
受
の
お
祈
り
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
鎮
静
化
と
、
国
家
安
泰
、
世
界
平
和
、
す
べ
て
の
命
の
幸
福
を
、
懸
命

に
お
祈
り
し
ま
す
。
皆
さ
ま
も
一
緒
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

御
神
像
拝
戴
の
お
申
込
み
は
、
当
面
の
間
、
受
付
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

・
御
祈
祷
は
、
通
常
通
り
ご
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
、
ご
参
拝
の
在
り
方
の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

来
年
の
御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝
大
祭
は
、
盛
大
に
斎
行
で
き
る
様
、
整
え
て
参
り
ま
す
。

お
願
い

・
初
穂
料　
　
ご
持
参
か
郵
送
く
だ
さ
い
。
神
納
後
、
撤
下
品
を
郵
送
し
ま
す
。
併
せ
「
疫
病
災
除
守
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
御
祈
祷
、
お
守
り
、
御
神
酒　
窓
口
か
郵
送
、
お
電
話
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

頂
上
社
・
頂
上
山
荘　
十
一
月
三
日
ま
で
予
定

・
頂
上
社　
　
神
職
が
常
駐
。
朝
拝
夕
拝
、
御
祈
祷
、
授
与
品
の
授
与
を
ご
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
日  

十
一
時
、
閉
門
祭
。

・
頂
上
山
荘　
宿
泊　
人
数
制
限
し
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

昼
食　
土
日
祝
日
の
み
、
カ
レ
ー
の
み
販
売
し
て
い
ま
す
。　

・
殿
内
の
三
密
を
回
避
し
、皆
さ
ま
の
健
康
と
安
全
を
最
大
限
に
確
保
し
つ
つ
、も
み
じ
祭
の
御
祭
儀
を
厳
修
す
る
こ
と
を
、　
第
一
義
と
し
ま
す
。

・
皆
様
へ
の
ご
案
内
は
、
控
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
ご
自
由
に
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

・
殿
内
の
お
席
は
自
由
席
で
す
。
間
隔
を
あ
け
て
ご
着
席
く
だ
さ
い
。

・
モ
チ
配
り
、
直
会
な
ど
神
賑
行
事
は
、
休
止
し
ま
す
。

◯◯ ◎ ◯◯ ◯
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期　
間

　
十
月
四
日（
日
）よ
り
十
一
月
三
日（
火・祝
）ま
で
の
日
曜
・

祝
日

祭　
典

　
十　
月
四
日　
十
時
よ
り
初
日
祭

　
十
一
月
三
日　
十
時
よ
り
終
了
祭

　
こ
の
期
間
は
特
に
紅
葉
が
素
晴
ら
し
く
、
空
気
も
澄
み
、
心

と
体
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　
三
密
を
回
避
し
、
マ
ス
ク
持
参
・
自
宅
で
検
温
を
さ
れ
、
お

参
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
尚
、
本
年
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
は
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の

為
、
休
止
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
石
鎚
神
社
並
び
に
、
石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

寒
行
の
最
終
日
、
道
場

は
一
瞬
、
熱
気
と
感
動
の

坩
堝
の
中
で
、
一
人
一
人

の
命
が
一
場
に
と
け
合
っ

て
、
自
分
で
な
い
自
分
が

こ
こ
に
あ
る
。
そ
ん
な
い

い
様
の
な
い
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
、
自
己
満
足
感
に

酔
い
な
が
ら
・
・
・
・
・
。

　

心
に
焼
き
つ
い
た
、
厳

し
く
有
難
い
石
鎚
信
仰
そ

し
て
戸
田
先
生
、
そ
れ
に

年
と
共
に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ

と
欠
け
て
ゆ
く
古
い
顔
ぶ

れ
の
中
に
ま
じ
っ
て
新
し

い
若
い
人
の
姿
が
何
と
し

て
も
頼
も
し
き
限
り
。

　

証
は
行
の
結
果
に
求
め

る
べ
き
も
の
で
は
な
く
行

そ
の
も
の
の
中
に
自
然
に

に
じ
み
出
て
く
る
も
の

「
行
」
そ
の
事
が
、
そ
の

ま
ま
お
か
げ
で
あ
る
と
受

け
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

寒
さ
も
、
暗
い
夜
道
も
老

い
も
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ば
し
ば
忘
れ
て
、

心
は
ず
む
日
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で
し
た
。

全
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の
立
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で
、
誰

の
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も
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、
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を
見
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、
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に
明
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、
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る
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同
行

の
友
と
共
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、
今
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も
ほ
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と
う
に
充
実
し
た
有
難

い
一
ヶ
月
だ
っ
た
と
思
う
。

皆様の参拝を心より
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就
社
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げ
話

た
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ね
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十
五
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五
年
七
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一
日
発
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よ
り

「
行
」　
東
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大
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福
山
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ユ
リ
子

ご
参
拝
に
は
、
自
宅
で
検
温
さ
れ
、
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

団
体
様
で
の
ご
参
拝
は
、
ご
代
表
二
名
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内
に
て
、
お
願
い
し
ま
す
。

神
恩
感
謝
と
御
神
徳
拝
受
の
お
祈
り
と
共
に
、
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ナ
禍
の
一
日
も
早
い
鎮
静
化
と
、
国
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、
世
界
平
和
、
す
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の
命
の
幸
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を
、
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に
お
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り
し
ま
す
。
皆
さ
ま
も
一
緒
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

御
神
像
拝
戴
の
お
申
込
み
は
、
当
面
の
間
、
受
付
を
休
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し
て
い
ま
す
。

・
御
祈
祷
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、
通
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通
り
ご
奉
仕
し
て
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す
。
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の
状
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に
よ
り
、
ご
参
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の
在
り
方
の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

来
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の
御
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五
十
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年
奉
祝
大
祭
は
、
盛
大
に
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行
で
き
る
様
、
整
え
て
参
り
ま
す
。

お
願
い

・
初
穂
料　
　
ご
持
参
か
郵
送
く
だ
さ
い
。
神
納
後
、
撤
下
品
を
郵
送
し
ま
す
。
併
せ
「
疫
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除
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」
を
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呈
し
ま
す
。

・
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、
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、
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窓
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か
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送
、
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に
て
、
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い
。
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・
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十
一
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三
日
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で
予
定

・
頂
上
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職
が
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駐
。
朝
拝
夕
拝
、
御
祈
祷
、
授
与
品
の
授
与
を
ご
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
日  

十
一
時
、
閉
門
祭
。

・
頂
上
山
荘　
宿
泊　
人
数
制
限
し
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

昼
食　
土
日
祝
日
の
み
、
カ
レ
ー
の
み
販
売
し
て
い
ま
す
。　

・
殿
内
の
三
密
を
回
避
し
、皆
さ
ま
の
健
康
と
安
全
を
最
大
限
に
確
保
し
つ
つ
、も
み
じ
祭
の
御
祭
儀
を
厳
修
す
る
こ
と
を
、　
第
一
義
と
し
ま
す
。

・
皆
様
へ
の
ご
案
内
は
、
控
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
ご
自
由
に
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

・
殿
内
の
お
席
は
自
由
席
で
す
。
間
隔
を
あ
け
て
ご
着
席
く
だ
さ
い
。

・
モ
チ
配
り
、
直
会
な
ど
神
賑
行
事
は
、
休
止
し
ま
す
。

◯◯ ◎ ◯◯ ◯
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頂
上
社

護
持
奉
賛
会
へ
の
お
願
い

頂
上
社

護
持
奉
賛
会
へ
の
お
願
い

皆
さ
ま
の
ご
奉
賛
を
戴
き
、
頂
上
社
の
ご
復
興
よ
り
、

十
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
に
、
頂
上
社
を
始
め
、
迂
回
路
等
に
、

維
持
管
理
工
事
の
必
要
性
が
現
れ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
ど
う
か
お
見
守
り
く
だ
さ
い
ま
す
様
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
郵
便
受
付

　
〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　
愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　
石
鎚
神
社　
担
当
、
岩
本

　
℡
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

口
座　
伊
予
銀
行　
小
松
支
店

　
普
通
預
金　
一
三
九
九
三
九
三

　
宗
教
法
人
石
鎚
神
社　
宮
司　
武
智
正
人

・
頂
上
社
ご
復
興
奉
賛
会
は
﹇
頂
上
社
護
持
奉
賛
会
﹈
と
改
め
、

　

頂
上
社
維
持
管
理
を
目
的
と
し
、
奉
賛
活
動
を
継
承
し
て
参
り
ま
す
。

・
金
十
万
円
以
上
の
ご
奉
賛
の
方
の
ご
芳
名
は
、
年
毎
に
本
社
境
内
の

　
芳
名
石
に
刻
名
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

宮
司
管
長
、
拝
。

【
日　
時
】
７
月
３１
日
（
金
）

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
３０
分

【
場　
所
】
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
／
松
山
市
上
野
町

【
主　
催
】
愛
媛
県
石
鎚
山
系
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
事
務
局
・

県
自
然
保
護
課

【
有
識
者
】㈱
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

中
国
四
国
松
山
支
店
、㈱
近
畿
日
本

ツ
ー
リ
ス
ト
中
国
四
国
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
支
店
、㈱
旅
t
a
b
i
・

i
n
f
o

【
出
席
者
】
当
該
協
議
会
団
体
メ
ン

バ
ー
等
約
３０
名

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
事
務

局
長
、
岩
本
昌
美
、
黒
河
由
佳
両
事

務
局
ス
タ
ッ
フ

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
愛
媛
県
石

鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
」
の
事
務
局
で
あ
る
県
自
然
保
護

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

　
課
が
、
平
成
２９
年
２
月
に
作
成
し
た

「
石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

全
体
構
想
」
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、
今

年
度
は
来
年
度
の
見
直
し
に
向
け
た

検
証
事
業
に
て
現
在
実
施
し
て
い
る

エ
コ
ツ
ア
ー
の
評
価
や
安
全
性
向
上

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
外
部
有
識

者
の
協
力
に
よ
り
、
各
ツ
ア
ー
の
質

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
住

民
の
意
識
調
査
等
に
て
、
地
域
へ
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
の
度
合
い

や
課
題
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
特
に
か
ね
て
よ
り
の
懸

案
事
項
と
な
っ
て
い
る
感
染
症
に
関

す
る
対
策
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

が
急
務
と
さ
れ
る
な
か
、
大
手
旅
行

会
社
有
識
者
に
よ
る
標
記
の
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
た
次
第
で
す
。

　
思
え
ば
・
・
・
去
る
２
月
15
日
以

来
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
石
鎚
森
の
学
校
が
関

わ
る
行
事
は
全
て
中
止
や
延
期
、
ま

た
会
議
は
書
面
決
議
と
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
久
し
振
り
の
現
場
で
の
会

合
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
や
は
り
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会

し
て
の
会
合
や
セ
ミ
ナ
ー
は
良
い
で

す
ね
！
も
っ
と
も
本
セ
ミ
ナ
ー
に
限

っ
た
こ
と
で
は
無
い
で
し
ょ
う
が
、

参
加
者
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
、
会

場
に
入
る
前
に
は
検
温
と
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
を
し
て
入
室
。
２
人
掛
け
の

デ
ス
ク
を
１
人
が
使
用
し
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
着
席
。

退
出
の
時
に
は
、
各
自
が
使
用
し
た

デ
ス
ク
と
イ
ス
を
ア
ル
コ
ー
ル
拭
き

し
て
か
ら
退
出
と
い
う
流
れ
に
な
り

ま
し
た
。
い
や
は
や
、
今
と
な
っ
て

は
大
切
な
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
で

す
が
、
会
議
一
つ
の
開
催
も
さ
ら
に

は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
催
行
も
か
つ
て
無

か
っ
た
配
慮
や
工
夫
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。W

ith

コ
ロ
ナ
期
で
の
エ

コ
ツ
ア
ー
実
施
に
お
い
て
感
染
症

拡
大
防
止
の
「
安
心
・
安
全
」
を

ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
か
・
・
・

関
係
諸
団
体
そ
れ
ぞ
れ
に
胸
に
刻

む
も
の
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

【
会　
期
】
８
月
２０
日
（
木
）

　
〜
８
月
２５
日
（
出
向
・
火
）

【
場　
所
】
い
よ
て
つ
高
島
屋
南

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
松
山
市
）

【
主　
催
】

　
山
岳
写
真
家
集
団
く
も
の
会

【
事
務
局
出
向
者
】
曽
我
部
英
司

事
務
局
長
、
岩
本
昌
美
、
黒
河
由

佳
両
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

常
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
「
く
も
の
会
」
さ
ん
の
恒
例

の
写
真
展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
記　
事
務
局
長　
曽
我
部
英
司

※

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
期
で
の

　

ツ
ア
ー
実
施
に
向
け
た

　

セ
ミ
ナ
ー

※

第
29
回　

く
も
の
会
写
真
展



第743号 （二ヶ月一回一日発行） 令和２年１０月１日石　鎚　社　報 第743号 （二ヶ月一回一日発行） 令和２年１０月１日石　鎚　社　報

-１８--１９-

頂
上
社

護
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奉
賛
会
へ
の
お
願
い

頂
上
社

護
持
奉
賛
会
へ
の
お
願
い

皆
さ
ま
の
ご
奉
賛
を
戴
き
、
頂
上
社
の
ご
復
興
よ
り
、

十
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
に
、
頂
上
社
を
始
め
、
迂
回
路
等
に
、

維
持
管
理
工
事
の
必
要
性
が
現
れ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
ど
う
か
お
見
守
り
く
だ
さ
い
ま
す
様
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
郵
便
受
付

　
〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　
愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　
石
鎚
神
社　
担
当
、
岩
本

　
℡
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

口
座　
伊
予
銀
行　
小
松
支
店

　
普
通
預
金　
一
三
九
九
三
九
三

　
宗
教
法
人
石
鎚
神
社　
宮
司　
武
智
正
人

・
頂
上
社
ご
復
興
奉
賛
会
は
﹇
頂
上
社
護
持
奉
賛
会
﹈
と
改
め
、

　

頂
上
社
維
持
管
理
を
目
的
と
し
、
奉
賛
活
動
を
継
承
し
て
参
り
ま
す
。

・
金
十
万
円
以
上
の
ご
奉
賛
の
方
の
ご
芳
名
は
、
年
毎
に
本
社
境
内
の

　
芳
名
石
に
刻
名
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

宮
司
管
長
、
拝
。

【
日　
時
】
７
月
３１
日
（
金
）

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
３０
分

【
場　
所
】
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
／
松
山
市
上
野
町

【
主　
催
】
愛
媛
県
石
鎚
山
系
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
事
務
局
・

県
自
然
保
護
課

【
有
識
者
】㈱
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

中
国
四
国
松
山
支
店
、㈱
近
畿
日
本

ツ
ー
リ
ス
ト
中
国
四
国
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
支
店
、㈱
旅
t
a
b
i
・

i
n
f
o

【
出
席
者
】
当
該
協
議
会
団
体
メ
ン

バ
ー
等
約
３０
名

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
事
務

局
長
、
岩
本
昌
美
、
黒
河
由
佳
両
事

務
局
ス
タ
ッ
フ

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
愛
媛
県
石

鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
」
の
事
務
局
で
あ
る
県
自
然
保
護

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

　
課
が
、
平
成
２９
年
２
月
に
作
成
し
た

「
石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

全
体
構
想
」
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、
今

年
度
は
来
年
度
の
見
直
し
に
向
け
た

検
証
事
業
に
て
現
在
実
施
し
て
い
る

エ
コ
ツ
ア
ー
の
評
価
や
安
全
性
向
上

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
外
部
有
識

者
の
協
力
に
よ
り
、
各
ツ
ア
ー
の
質

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
住

民
の
意
識
調
査
等
に
て
、
地
域
へ
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
の
度
合
い

や
課
題
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
特
に
か
ね
て
よ
り
の
懸

案
事
項
と
な
っ
て
い
る
感
染
症
に
関

す
る
対
策
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

が
急
務
と
さ
れ
る
な
か
、
大
手
旅
行

会
社
有
識
者
に
よ
る
標
記
の
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
た
次
第
で
す
。

　
思
え
ば
・
・
・
去
る
２
月
15
日
以

来
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
石
鎚
森
の
学
校
が
関

わ
る
行
事
は
全
て
中
止
や
延
期
、
ま

た
会
議
は
書
面
決
議
と
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
久
し
振
り
の
現
場
で
の
会

合
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
や
は
り
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会

し
て
の
会
合
や
セ
ミ
ナ
ー
は
良
い
で

す
ね
！
も
っ
と
も
本
セ
ミ
ナ
ー
に
限

っ
た
こ
と
で
は
無
い
で
し
ょ
う
が
、

参
加
者
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
、
会

場
に
入
る
前
に
は
検
温
と
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
を
し
て
入
室
。
２
人
掛
け
の

デ
ス
ク
を
１
人
が
使
用
し
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
着
席
。

退
出
の
時
に
は
、
各
自
が
使
用
し
た

デ
ス
ク
と
イ
ス
を
ア
ル
コ
ー
ル
拭
き

し
て
か
ら
退
出
と
い
う
流
れ
に
な
り

ま
し
た
。
い
や
は
や
、
今
と
な
っ
て

は
大
切
な
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
で

す
が
、
会
議
一
つ
の
開
催
も
さ
ら
に

は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
催
行
も
か
つ
て
無

か
っ
た
配
慮
や
工
夫
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。W

ith

コ
ロ
ナ
期
で
の
エ

コ
ツ
ア
ー
実
施
に
お
い
て
感
染
症

拡
大
防
止
の
「
安
心
・
安
全
」
を

ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
か
・
・
・

関
係
諸
団
体
そ
れ
ぞ
れ
に
胸
に
刻

む
も
の
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

【
会　
期
】
８
月
２０
日
（
木
）

　
〜
８
月
２５
日
（
出
向
・
火
）

【
場　
所
】
い
よ
て
つ
高
島
屋
南

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
松
山
市
）

【
主　
催
】

　
山
岳
写
真
家
集
団
く
も
の
会

【
事
務
局
出
向
者
】
曽
我
部
英
司

事
務
局
長
、
岩
本
昌
美
、
黒
河
由

佳
両
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

常
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
「
く
も
の
会
」
さ
ん
の
恒
例

の
写
真
展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
記　
事
務
局
長　
曽
我
部
英
司

※

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
期
で
の

　

ツ
ア
ー
実
施
に
向
け
た

　

セ
ミ
ナ
ー

※

第
29
回　

く
も
の
会
写
真
展
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石　

鎚　

社　

報

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X　

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X　

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

【
振
替
】〇
一
六
八
〇―

〇―

一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】
武　

智　

正　

人

【
編　

集
】　　

  

十　

亀　

雅　

史

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索で

　

  

【
お
知
ら
せ
】

石
鎚
社
報
の
購
読
料
は
年
間
六
回
発
行

で
、
五
百
円
で
す
。
購
読
料
未
納
の
方

は
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
年
数
が
不
明
な
方
、
発
送
中
止
が

希
望
の
方
は
本
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

先
達
通
信
号
（
五
月
に
送
付
）
は
先
達

会
符
所
有
者
に
無
料
送
付
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

新
規
申
し
込
み
の
方
は

石
鎚
神
社  

社
報
係  

担
当  

十
亀
雅
史

　
　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

五
月
に
開
門
祭
を
斎
行
し
、

夏
山
大
祭
を
始
め
日
々
の
神
事

を
執
り
行
い
ま
し
た
令
和
二
年
。

　

年
毎
の
例
の
隨
に
十
一
月
三

日
、閉
門
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。

頂
上
社

　

閉
門
祭
の

　
　

  

ご
案
内

令
和
二
年

十
一
月
三
日（
文
化
の
日
）

午
前
十
一
時
よ
り

（
時
間
に
多
少
前
後
が
あ
り
ま
す
）


